
水産加工業者向けの漁業信用保証・保険制度の利用促進に
向けての検討状況

○ 水産加工業者向けの漁業信用保証・保険制度の利用促進について、
「水産加工業者向け漁業信用保証・保険制度利用促進検討会」を立ち
上げ、第１回検討会を令和元年９月１１日（水）に開催した。

令和２年２月頃に検討会としての中間取りまとめを行う予定で、検
討を進めているところ。
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令和元年９月１１日
農林漁業信用基金漁業部門

水産加工業者向けの漁業信用保証・保険制度の利用促進検討会について

１．検討会の趣旨
水産加工業者向けの漁業信用保証・保険制度の利用が低調なことから、

漁協系統金融機関による融資の拡大や民間金融機関による漁業信用保証・
保険制度の利用拡大を図るための検討を行う。

２．検討会構成メンバー
（敬称略）

所 属 役 職 氏 名
農林中央金庫 執行役員JFマリン 木村 吉男

バンク部長 （きむら よしお）

全国漁業協同組合連合会 専務理事 中平 和典
（なかひら かずのり）

全国漁業信用基金協会 専務理事 藤井 富美雄
（ふじい ふみお）

全国水産加工業協同組合連合会 常務理事 提坂 猛
（さげさか たけし）

水産庁漁政部水産経営課 課長 清水 浩太郎
（しみず こうたろう）

（独）農林漁業信用基金 理事 伊佐 広己
（いさ ひろみ）

理事 森島 和正
（もりしま かずまさ）

３．今後の予定
第１回 令和元年９月１１日（水）１０：３０～
議題：水産加工業者向けの融資及び漁業信用保証・保険制度の利用の現

状と課題について

第２回 令和元年１２月
議題：水産加工業者向け融資の拡大及び漁業信用保証・保険制度の利用

拡大の方策

第３回 令和２年２月
（中間取りまとめ）

第１回水産加工業者向け
漁業信用保証・保険制度利用促進検討会
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②
漁

協
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統
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融
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関
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組
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あ
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が
、
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加
工
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加
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漁
業

信
用
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・
保

険
制
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利
用

が
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な

要
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１
平
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2
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お

け
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協
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4
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融
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す
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。
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金

融
機

関
は

組
合

員
の

貯
金

等
を

原
資

と
し

て
融

資
を

行
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

漁
業

協
同

組
合

の
組

合
員

の
大

宗
を

占
め

る
漁

業
者

へ
は

積
極

的
に

融
資

を
行

っ
て

い
る

。

漁
業

協
同

組
合

の
組

合
員

2
9
4
,5

1
0
人

水
産

加
工

業
を

営
む

漁
協

組
合

員
1
,8

4
6
人

資
料

：
水

産
庁

「
水

産
加

工
業

経
営

実
態

調
査

」
、

「
水

産
業

協
同

組
合

統
計

表
」

水
産

加
工

業
者

8
,5

1
4

経
営

体

○
水
産
加
工
業
を
営
む
漁
協
組
合
員
数
（
平
成
2
9
年
度
末
現
在
）

５



③
長

ら
く

水
産

加
工

業
者

へ
の

融
資

、
債

務
保

証
の

実
績

が
乏

し
く

な
っ

て
き

て
い

る
こ

と
に

伴
い

、
漁

協
系

統
金

融
機

関
や

漁
業

信
用

基
金

協
会

は
、

融
資

、
債

務
保

証
を

行
う

上
で

の
ノ

ウ
ハ

ウ
が

低
下

し
て

き
て

い
る

面
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。
（

第
７

回
漁

業
信

用
保

険
業

務
運

営
委

員
会

（
平

成
3
1
年

３
月

1
3
日

開
催

）
資

料
か

ら
抜

粋
）

３
．

漁
業

信
用

保
証

・
保

険
制

度
の

利
用

が
低

調
な

要
因

③

１
当

基
金

が
行

っ
た

複
数

の
県

域
の

金
融

機
関

等
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

に
よ

り
、

以
下

の
よ

う
な

実
態

が
判

明
し

た
。

①
金

融
機

関
に

と
っ

て
水

産
加

工
業

者
は

食
品

産
業

分
野

の
１

つ
で

あ
り

、
同

業
の

保
証

は
信

用
保

証
協

会
を

利
用

す
る

の
が

基
本

と
な

っ
て

い
る

こ
と

。
②

漁
業

信
用

保
証

・
保

険
制

度
は

例
外

的
（

信
用

保
証

協
会

の
保

証
枠

を
超

過
す

る
場

合
等

）
に

利
用

し
て

い
る

こ
と

。
③

金
融

機
関

や
水

産
加

工
業

者
に

と
っ

て
、

信
用

保
証

協
会

と
比

べ
て

漁
業

信
用

保
証

・
保

険
制

度
の

認
知

度
は

低
い

こ
と

。
④

金
融

機
関

に
と

っ
て

信
用

保
証

協
会

を
利

用
す

る
メ

リ
ッ

ト
が

大
き

い
こ

と
（

迅
速

な
審

査
体

制
、

使
い

勝
手

の
良

い
商

品
開

発
を

常
に

行
っ

て
い

る
事

、
信

用
保

証
協

会
に

よ
る

金
融

機
関

向
け

の
勉

強
会

の
開

催
等

）
。

２
以

上
の

よ
う

な
実

態
に

加
え

、
漁

協
系

統
金

融
機

関
に

よ
る

融
資

及
び

漁
業

信
用

保
証

・
保

険
制

度
の

利
用

が
僅

少
で

あ
り

、
か

つ
、

特
定

の
県

域
で

の
み

融
資

・
保

証
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
ノ

ウ
ハ

ウ
が

低
下

し
て

い
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

〇
保

険
引

受
残

高
上

位
1
0
協

会
（

支
所

）
の

水
産

加
工

業
者

数
（

平
成

2
9
年

度
末

現
在

）

順
位

協
会

（
支

所
）

保
険

引
受

残
高

（
平

成
2
9
年

度
末

現
在

）
水

産
加

工
業

を
営

む
経

営
体

数
経

営
体

数
金

額
（
百

万
円

）

1
全

国
(静

岡
支

所
)

12
2

3,
85

2
70

1
2

宮
城

県
48

3,
58

1
35

4
3

全
国

(岩
手

支
所

)
18

1,
00

5
16

4
4

全
国

(三
重

支
所

)
12

92
9

23
6

5
全

国
( 兵

庫
支

所
)

33
55

4
25

4
6

長
崎

県
38

47
7

46
5

7
鹿

児
島

20
44

1
38

1
8

熊
本

県
14

42
9

17
0

9
茨

城
県

2
38

9
23

6
10

富
山

県
16

31
5

10
4

注
）

水
産

加
工

業
者

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
8
年

度
水

産
加

工
業

経
営

実
態

調
査

報
告

書
（

水
産

庁
）

、
保

険
価

額
残

高
に

つ
い

て
は

、
（

独
）

農
林

漁
業

信
用

基
金

調
べ

に
よ

る
。

６



課
題 ①

漁
協

系
統

金
融

機
関

に
よ

る
水

産
加

工
業

者
向

け
融

資
の

拡
大

は
考

え
ら

れ
な

い
か

。
そ

の
際

、
漁

業
信

用
保

証
・

保
険

制
度

の
利

用
を

図
る

た
め

に
は

、
ど

の
よ

う
な

条
件

整
備

が
必

要
か

。
②

民
間

金
融

機
関

等
に

よ
る

水
産

加
工

業
者

向
け

融
資

に
お

い
て

、
漁

業
信

用
保

証
・

保
険

制
度

の
利

用
拡

大
を

図
る

た
め

に
は

、
ど

の
よ

う
な

条
件

整
備

が
必

要
か

。
（

第
７

回
漁

業
信

用
保

険
業

務
運

営
委

員
会

（
平

成
3
1
年

３
月

1
3
日

開
催

）
資

料
か

ら
抜

粋

４
．

漁
業

信
用

保
証

・
保

険
制

度
の

利
用

促
進

に
向

け
た

条
件

整
備

１
当

基
金

が
行

っ
た

金
融

機
関

等
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

等
を

通
じ

て
、

一
部

の
県

域
を

除
き

漁
協

系
統

機
関

は
水

産
加

工
業

者
へ

の
融

資
に

は
慎

重
で

あ
る

こ
と

や
水

産
加

工
業

者
の

メ
イ

ン
バ

ン
ク

が
民

間
金

融
機

関
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

そ
の

民
間

か
ら

融
資

を
受

け
て

い
る

実
態

が
改

め
て

確
認

で
き

た
。

２
ま

た
、

民
間

金
融

機
関

か
ら

信
用

保
証

協
会

に
よ

る
債

務
保

証
が

選
ば

れ
る

理
由

は
、

信
用

保
証

協
会

に
よ

る
き

め
細

や
か

な
サ

ー
ビ

ス
の

実
施

及
び

豊
富

な
金

融
商

品
を

開
発

し
て

お
り

、
金

融
機

関
に

と
っ

て
大

き
な

魅
力

が
あ

る
た

め
と

い
う

実
態

が
判

明
し

た
。

以
上

の
よ

う
な

実
態

を
踏

ま
え

、
上

記
の

課
題

を
乗

り
越

え
る

た
め

に
は

、
以

下
の

よ
う

な
条

件
整

備
が

必
要

で
あ

る
。

①
漁

協
系

統
金

融
機

関
に

お
け

る
水

産
加

工
業

者
向

け
融

資
の

伸
長

水
産

加
工

業
者

の
メ

イ
ン

バ
ン

ク
た

る
民

間
金

融
機

関
の

金
融

商
品

に
対

抗
で

き
る

だ
け

の
金

融
商

品
（

資
金

）
が

な
け

れ
ば

漁
協

系
統

金
融

機
関

の
融

資
の

伸
長

は
困

難
で

あ
る

た
め

、
水

産
加

工
業

者
に

と
っ

て
魅

力
の

あ
る

資
金

を
開

発
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
国

に
よ

る
支

援
（

制
度

改
正

や
予

算
措

置
）

も
含

め
て

、
必

要
な

条
件

整
備

を
図

る
こ

と
。

②
民

間
金

融
機

関
に

よ
る

漁
業

信
用

保
証

・
保

険
制

度
の

利
用

促
進

漁
業

信
用

基
金

協
会

は
信

用
保

証
協

会
に

マ
ン

パ
ワ

ー
で

は
圧

倒
的

に
劣

っ
て

お
り

同
レ

ベ
ル

の
サ

ー
ビ

ス
を

行
う

こ
と

が
で

き
な

い
た

め
、

信
用

保
証

協
会

の
商

品
以

上
に

水
産

加
工

業
者

及
び

金
融

機
関

に
と

っ
て

魅
力

の
あ

る
金

融
商

品
を

開
発

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
、

国
に

よ
る

支
援

（
制

度
改

正
や

予
算

措
置

）
も

含
め

て
、

必
要

な
条

件
整

備
を

図
る

こ
と

。

７



（
参

考
）

県
域

金
融

機
関

に
お

け
る

水
産

加
工

向
け

融
資

の
実

態
・
推

進
方

策
金

融
機

関
に

お
け

る
信

用
保

証
制

度
を

利
用

す
る

際
の

基
準

信
用

保
証

協
会

と
漁

業
信

用
基

金
協

会
の

ど
ち

ら
の

保
証

を
利

用
し

て
い

る
か

漁
業

信
用

基
金

協
会

の
保

証
の

利
用

率
が

低
い

要
因

等

Ａ
県

域
漁

協
系

統

・
遠

洋
漁

業
の

衰
退

に
伴

う
貯

貸
率

の
低

下
を

背
景

に
、

昭
和

6
1
年

か
ら

水
産

加
工

業
向

け
融

資
を

推
進

し
て

き
た

経
緯

が
あ

り
、

現
在

も
漁

業
近

代
化

資
金

を
メ

イ
ン

に
融

資
を

推
進

し
て

い
る

。

・
漁

業
近

代
化

資
金

に
限

り
1
0
0
％

漁
信

基
保

証
。

・
経

営
状

況
が

良
い

先
は

保
証

な
し

の
場

合
が

多
い

。
・
そ

の
他

は
個

別
判

断
。

・
原

則
と

し
て

、
漁

信
基

の
保

証
を

利
用

。
・
例

外
的

に
信

用
保

証
協

会
を

利
用

（
漁

信
基

に
断

ら
れ

た
案

件
等

）
。

・
他

県
の

水
産

加
工

業
者

向
け

融
資

・
保

証
を

伸
ば

す
た

め
に

は
、

漁
協

系
統

金
融

機
関

が
融

資
を

増
や

す
こ

と
が

必
要

不
可

欠
。

保
証

機
関

名
保

証
制

度
の

利
用

実
態

そ
の

他

Ａ
協

会
・
保

証
残

高
に

占
め

る
水

産
加

工
業

の
割

合
は

約
４

割
。

・
当

方
の

取
引

先
は

1
0
0
％

が
信

漁
連

で
あ

り
、

民
間

金
融

機
関

と
の

取
引

は
な

い
。

各
県

域
の

金
融

機
関

及
び

漁
信

基
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

概
要

水
産

加
工

業
の

保
険

引
受

が
多

い
1
0
県

の
う

ち
、

特
に

保
険

引
受

残
高

が
多

い
２

県
、

保
険

引
受

残
高

が
少

な
い

１
県

及
び

近
年

同
業

へ
の

融
資

に
力

を
入

れ
始

め
た

１
県

の
金

融
機

関
・

漁
信

基
に

対
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

っ
た

。
そ

の
詳

細
は

次
の

と
お

り
。

８



保
証

機
関

名
保

証
制

度
の

利
用

実
態

そ
の

他

Ｂ
協

会
・
保

証
残

高
に

占
め

る
水

産
加

工
業

の
割

合
は

約
３

割
。

・
水

産
加

工
業

向
け

の
保

証
残

高
の

う
ち

約
９

割
が

国
の

震
災

補
助

金
の

対
象

案
件

と
な

っ
て

い
る

。

県
域

金
融

機
関

に
お

け
る

水
産

加
工

向
け

融
資

の
実

態
・
推

進
方

策
金

融
機

関
に

お
け

る
信

用
保

証
制

度
を

利
用

す
る

際
の

基
準

信
用

保
証

協
会

と
漁

業
信

用
基

金
協

会
の

ど
ち

ら
の

保
証

を
利

用
し

て
い

る
か

漁
業

信
用

基
金

協
会

の
保

証
の

利
用

率
が

低
い

要
因

等

Ｂ
県

域
民

間
①

・
水

産
加

工
業

者
向

け
の

融
資

は
行

っ
て

い
る

が
、

食
品

製
造

業
の

括
り

に
含

ま
れ

る
た

め
、

水
産

加
工

業
融

資
に

つ
い

て
特

段
推

進
は

し
て

い
な

い
。

・
個

別
の

経
営

状
況

等
で

判
断

し
て

い
る

。
・
水

産
加

工
業

は
食

品
製

造
業

で
あ

り
、

同
業

の
保

証
は

信
用

保
証

協
会

を
利

用
す

る
の

が
基

本
。

・
例

外
的

に
漁

信
基

の
保

証
を

利
用

（
信

用
保

証
協

会
の

保
証

枠
を

超
え

る
場

合
等

）
。

【
①

・
②

共
通

】
・
信

用
保

証
協

会
と

は
長

期
の

付
き

合
い

が
あ

り
、

信
頼

関
係

が
構

築
さ

れ
て

い
る

。
・
信

用
保

証
協

会
は

幅
広

い
業

種
を

対
象

と
し

て
お

り
、

銀
行

と
し

て
利

用
し

や
す

い
。

・
銀

行
内

部
や

顧
客

と
し

て
、

信
用

保
証

協
会

と
比

較
す

る
と

漁
信

基
は

認
知

度
が

低
い

。
・
信

用
保

証
協

会
の

制
度

は
Ｈ

Ｐ
か

ら
申

請
書

を
簡

易
に

入
手

で
き

る
な

ど
、

顧
客

目
線

で
使

い
勝

手
が

良
い

工
夫

が
な

さ
れ

て
い

る
。

・
信

用
保

証
協

会
と

漁
信

基
の

制
度

を
比

べ
て

、
料

率
や

審
査

等
に

大
き

な
違

い
は

な
い

。

Ｂ
県

域
民

間
②

・
顧

客
の

８
割

が
水

産
加

工
業

者
で

あ
り

、
水

産
加

工
業

向
け

融
資

を
推

進
し

て
い

る
。

・
平

成
3
0
年

度
末

の
水

産
加

工
業

者
向

け
融

資
残

高
は

3
5
0
億

円
と

推
計

。

・
個

別
の

経
営

状
況

等
で

判
断

し
て

い
る

。
・
水

産
加

工
業

は
食

品
製

造
業

で
あ

り
、

同
業

の
保

証
は

信
用

保
証

協
会

を
利

用
す

る
の

が
基

本
。

・
例

外
的

に
漁

信
基

の
保

証
を

利
用

（
信

用
保

証
協

会
の

保
証

枠
を

超
え

る
場

合
等

）
。

・
水

産
加

工
業

向
け

融
資

残
高

に
占

め
る

保
証

の
利

用
実

態
は

、
保

証
機

関
の

利
用

な
し

8
3
％

、
信

用
保

証
協

会
の

利
用

1
5
％

、
漁

信
基

の
利

用
２

％
、

そ
の

他
0
.3

％
。
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県
域

金
融

機
関

に
お

け
る

水
産

加
工

向
け

融
資

の
実

態
・
推

進
方

策
金

融
機

関
に

お
け

る
信

用
保

証
制

度
を

利
用

す
る

際
の

基
準

信
用

保
証

協
会

と
漁

業
信

用
基

金
協

会
の

ど
ち

ら
の

保
証

を
利

用
し

て
い

る
か

漁
業

信
用

基
金

協
会

の
保

証
の

利
用

率
が

低
い

要
因

等

Ｃ
県

域
（
民

間
）

・
医

療
や

介
護

な
ど

成
長

分
野

に
推

進
す

る
よ

う
営

業
店

に
は

言
っ

て
い

る
が

、
水

産
加

工
業

に
つ

い
て

は
特

に
推

進
を

考
え

て
い

な
い

。

・
貸

付
先

が
債

務
超

過
先

や
２

年
連

続
赤

字
先

で
あ

っ
て

財
務

状
況

が
改

善
し

て
い

な
い

と
認

め
ら

れ
る

場
合

（
た

だ
し

、
一

過
性

の
赤

字
は

除
く
）
及

び
要

注
意

先
の

場
合

に
利

用
し

て
い

る
。

・
基

本
は

信
用

保
証

協
会

。
・
信

用
保

証
協

会
の

方
は

、
プ

レ
シ

ー
ト

（
決

算
状

況
に

よ
る

事
前

相
談

）
で

通
れ

ば
２

～
３

日
で

内
諾

が
も

ら
え

、
本

審
査

に
お

い
て

も
覆

っ
た

こ
と

は
な

い
。

・
漁

信
基

の
保

証
制

度
に

つ
い

て
は

、
営

業
店

の
職

員
も

詳
し

く
知

ら
な

い
の

で
、

制
度

や
メ

リ
ッ

ト
に

つ
い

て
周

知
す

べ
き

。
（
ユ

ー
ザ

ー
目

線
に

よ
る

（
ど

う
い

う
場

合
に

使
え

る
か

、
金

利
や

保
証

料
率

は
何

％
か

な
ど

）
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
が

あ
れ

ば
い

い
。

）
・
信

用
保

証
協

会
は

、
事

前
内

諾
、

審
査

の
ス

ピ
ー

ド
、

使
い

勝
手

の
よ

い
商

品
の

開
発

を
心

が
け

て
い

る
上

に
、

若
手

行
員

向
け

に
実

務
や

制
度

に
つ

い
て

の
勉

強
会

開
催

な
ど

し
て

く
れ

て
い

る
が

、
漁

信
基

に
は

こ
う

し
た

も
の

が
な

い
。

Ｄ
県

域
漁

協
系

統

・
平

成
３

１
年

３
月

に
信

漁
連

で
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
（
漁

業
金

融
編

：
水

産
加

工
業

含
む

）
を

作
成

。
漁

業
者

が
減

少
す

る
中

、
系

統
資

金
で

水
産

加
工

業
者

へ
の

設
備

資
金

の
融

資
を

伸
長

し
て

い
き

た
い

。

・
近

代
化

資
金

２
号

（
設

備
）
を

利
用

す
る

際
は

県
を

含
め

た
審

査
委

員
会

の
承

認
が

必
要

。
本

年
６

月
に

カ
キ

加
工

場
建

設
に

近
代

化
資

金
に

よ
る

系
統

融
資

・
保

証
付

き
を

実
施

し
た

。

・
基

本
的

に
水

産
加

工
業

者
は

メ
イ

ン
バ

ン
ク

を
持

っ
て

お
り

、
必

要
な

際
は

信
用

保
証

協
会

を
利

用
。

・
こ

れ
ま

で
水

産
加

工
業

者
と

接
点

を
も

っ
て

い
な

か
っ

た
。

今
後

は
、

漁
協

や
県

漁
連

か
ら

情
報

提
供

し
て

も
ら

い
な

が
ら

浜
と

の
接

点
を

強
化

し
て

い
き

た
い

。
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